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「
憲
法
改
悪
阻
止
各
界
連
絡
会
議
」「
平
和
を
実
現
す
る
キ
リ
ス
ト
者
ネ
ッ
ト
」
な
ど
の
護
憲
民
主

団
体
が
実
行
委
員
会
を
作
り
、
毎
年
五
月
三
日
に
文
化
人
・
知
識
人
の
講
演
、
音
楽
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
共
社
幹
部
の
演
説
を
内
容
と
す
る
憲
法
集
会
を
日
比
谷
公
会
堂
で
行
い
、
さ
ら
に
銀
座

デ
モ
を
行
う
行
事
は
、も
う
十
年
以
上
続
け
ら
れ
て
き
た
。「
思
想
や
政
治
的
立
場
の
違
い
を
超
え
て
」

（
集
会
ア
ピ
ー
ル
）
の
共
同
の
護
憲
運
動
と
し
て
貴
重
な
場
だ
。
会
場
周
辺
に
日
本
共
産
党
、
新
社

会
党
宣
伝
カ
ー
が
並
ぶ
珍
し
い
風
景
、
あ
た
り
で
私
が
受
け
取
っ
た
二
一
枚
の
多
様
な
ビ
ラ
の
内
容
、

別
々
の
メ
―
デ
―
を
し
か
し
五
月
一
日
に
は
行
っ
て
き
た
「
全
労
連
」
と
「
全
労
協
」（
最
大
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
「
連
合
」
は
メ
―
デ
―
を
五
月
一
日
に
は
や
ら
ず
デ
モ
も
し
な
い
）
の
議
長
が

と
も
に
集
会
資
料
に
寄
せ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
か
ら
も
共
同
の
質
的
広
が
り
が
実
感
出
来
る
。
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わ
れ
わ
れ
「
え
び
な
九
条
の
会
」
は
二
〇
〇
七
年
、
〇
九
年
、
一
〇
年
、
一
一
年
と
、
今
回
で

四
回
目
の
参
加
で
あ
る
。
た
だ
し
〇
七
年
は
一
五
名
だ
っ
た
の
が
、
今
回
は
二
名
（
年
齢
合
計
は

一
五
二
歳
！
）。
そ
こ
は
少
し
残
念
だ
っ
た
が
、
集
会
の
内
容
は
今
回
も
充
実
し
て
い
て
満
足
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
心
を
寄
せ　

生
か
そ
う
憲
法　

輝
け
九
条
」
と
の
今
回
集
会
タ
イ

ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
被
災
者
支
援
は
憲
法
一
三
条
（
個
人
の
尊
重
）、
二
五
条
（
生
存
権
）
の
実

現
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
各
講
演
演
説
が
強
調
し
た
。
か
ね
が
ね
住
民
の
抵
抗
で
で
き
な
か
っ
た

巨
大
開
発
を
一
気
に
や
る
好
機
と
さ
れ
る
危
険
へ
の
警
告
で
あ
る
。
共
産
党
の
志
位
さ
ん
は
、
阪
神

淡
路
震
災
の
折
に
「
単
な
る
復
旧
で
は
な
く
創
造
的
復
興
を
」
と
の
国
や
県
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

超
高
層
ビ
ル
、
不
採
算
空
港
が
建
て
ら
れ
、
生
活
感
溢
れ
る
商
店
街
、
地
場
産
業
が
消
失
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
を
挙
げ
つ
つ
、
今
回
震
災
へ
の
「
復
興
構
想
会
議
」
で
菅
首
相
が
「
復
旧
で
は
な
く
創
造
的

復
興
」
と
全
く
同
一
文
言
を
使
っ
た
の
を
聞
き
「
ぞ
っ
と
し
た
」
と
述
べ
た
。
演
説
の
こ
の
部
分
で

は
満
場
ど
よ
め
き
で
あ
っ
た
。

　

朝
日
新
聞
記
者
の
伊
藤
千
尋
さ
ん
は
、
訪
れ
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
コ
ス
タ
リ
カ
で
地
熱
発
電
が
盛

ん
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
技
術
が
火
山
国
日
本
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
日
本
で
も
地
熱
発
電
で
原
発

二
〇
基
分
の
電
力
生
産
が
可
能
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
指
摘
で
私
は
つ
く
づ
く
考
え
て
し
ま
っ
た
。

大
量
の
国
家
資
金
が
原
発
開
発
導
入
に
延
々
と
投
ぜ
ら
れ
な
が
ら
、
何
故
地
熱
発
電
の
自
国
技
術
が

外
国
で
使
わ
れ
、
日
本
で
は
実
地
に
大
展
開
さ
れ
な
い
の
か
。
原
発
電
力
生
産
の
ゴ
ミ
で
あ
る
プ
ル
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ト
ニ
ウ
ム
が
核
爆
弾
の
原
料
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
因
果
の
内
奥
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
中
曽

根
康
弘
が
典
型
だ
が
、
原
発
導
入
に
熱
心
に
動
い
た
政
治
家
は
殆
ど
熱
烈
な
改
憲
論
者
で
あ
る
。
彼

ら
は
九
条
改
悪
で
核
武
装
し
た
日
本
を
作
ろ
う
と
し
て
き
た
の
だ
。
既
に
共
和
国
＝
北
朝
鮮
の
危
険

な
保
有
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
五
〇
キ
ロ
の
一
千
倍
を
日
本
は
保
有
し
て
い
る
。
危
な
い
！　

こ
の
道
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。
原
発
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
、
核
兵
器
製
造
原
料
の
生
産
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
。
九
条
擁
護
の
立
場
か
ら
も
、
原
発
廃
止
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
分
南
や
ま
に
平
在
住
）


